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	I.  都市計画の目標
	I-１. 都市計画区域の名称・規模等
	本方針は、奥州都市計画区域（以下「本区域」という。）を対象とし、その規模・範囲は以下のとおりです。

	I-２.  基準年及び目標年次
	本方針（マスタープラン）は、策定時点からおおむね20年後の都市の姿を展望するものとし、基準年及び目標年次を以下のとおりとします。

	I-３. 都市計画区域の現状・課題
	本都市圏は、恵まれた自然環境と固有の伝統文化、そして蓄積された社会資本と交通の要衝という優位性により、内陸南部や沿岸南部一体を商圏とする物流の拠点としての役割を果たしてきました。
	特に、水沢区は、医療や教育などの都市型サービスの提供など圏域における中心的な役割を担っています。
	また、田園に囲まれた歴史情緒あふれる都市であり、産業においては、農林業等の第１次産業を軸に、第２次、第３次産業とも県内屈指の都市となっています。
	しかし、近年、人口減少や少子高齢化、車社会化の進展、中心市街地の空洞化により、都市機能の低下が懸念される状況にあります。
	このため、東北新幹線などの高速交通基盤を活用しつつ、機能的な道路ネットワークの形成を図りながら、産業振興や都市活動の基礎となる都市基盤の整備や快適な都市環境の整備を進める必要があります。
	これに加え、都市づくりの新たな課題として、地球温暖化などの環境問題や人口減少・超高齢化へ対応するためのエコ・コンパクトシティの実現に向けた集約型都市構造の構築及び、財政基盤の低下に対応するための選択と集中による都市づくりや既存ストックの有効活用を進める必要があります。
	さらに、安全で安心な暮らしを確保するため、地震や水害などの自然災害に備え、防災施設の整備や防災拠点の充実等の災害対策も求められています。

	I-４. 都市づくりの基本理念
	本区域の将来像を次のとおり掲げます。

	I-５.  都市計画区域の基本方針
	都市づくりの基本理念を踏まえ、本区域の基本方針を次のとおり定めます。

	I-６.  周辺都市計画との関係・位置づけ
	東北自動車道、国道４号などを軸に隣接都市との連携強化を図ります。
	国道397号を軸に本県沿岸地域や秋田県との広域的な連携強化や北上川や鉄道等で分断されている市街地の連携強化を図ります。
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